
［様式４］
ほ乳類を用いる２８日間の反復投与毒性試験結果報告書
１．一般的事項
	新規化学物質等の名称
(IUPAC命名法による)
	

	別　　　　 　　　 名
	

	ＣＡＳ番号
	

	構造式又は示性式
（いずれも不明の場合
は、その製法の概要）
	

	分子量
	

	試験に供した新規
化学物質の純度（％）
	

	試験に供した新規
化学物質のロット番号
	

	不純物の名称
及び含有率
	

	蒸気圧
	

	対水溶解度
	

	1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数
	

	融　　　　　　　　点
	

	沸　　　　　　　　点
	

	常温における性状
	

	安定性
	

	溶媒に対する溶解度等
	溶媒
	溶解度
	溶媒中の安定性

	
	
	
	


［備　考］物理化学的性状は、可能な限り記入すること。
　１．「蒸気圧」の欄には、被験物質の蒸気圧を記入すること。
　２．「安定性」の欄には、温度、光等に対する安定性を記入すること。
　３．「溶媒に対する溶解度等」の欄には、被験物質の溶媒に対する溶解度及びその溶媒中での安定性を記入す　　 ること。
２．急性毒性試験又は反復投与予備試験等        
	試験
 №
	試験の種類
及び期間
	動 物 種
	１群当たり
の動物数
	投　与　
経　路
	投与量
（mg/kg）
	概略の致死量
又はＮＯＥＬ
（mg/kg）
	実験場所

	 １
 ２
 ３
	
	
	
	
	
	
	


　* ＮＯＥＬ：no observed effect level
３．２８日間反復投与毒性試験
	 被験物質投与期間
	         　　 年　　　月　　　日　 より　　　　 年　　　月　　　日　      

	 使用動物種・系統
	
	
	

	
	
	 １群当たり動物数

	 投与経路
 （経口投与の溶媒）
	
	  雄：　　　　　雌：

	 被験物質  の 純 度
      (％)
	投
与
量
	  ppm
 mg/kg
	対 照 群
	低用量群
	中用量群
	高用量群
	ｻﾃﾗｲﾄ群

	 体重変化
	
	
	
	
	

	 摂　　　  餌　　 　 量
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	 一般状態
	
	
	
	
	

	 機能観察所見
	
	
	
	
	

	 尿 　　　 所　　　  見
	
	
	
	
	

	 血液学的所見
	
	
	
	
	

	 血液生化学的所見
	
	
	
	
	

	 肉眼的所見
	
	
	
	
	

	 器官重量変化
	
	
	
	
	

	病理組織学的所見
	
	
	
	
	

	 そ　の　他
	
	
	
	
	

	 ＮＯＥＬ（mg/kg）
	

	ＮＯＥＬの推定根拠とした
変化
	


［備　考］用量群（低用量群、中用量群、高用量群）は、３段階以上を設定すること。
４．その他
	試験実施施設

	名　　称
	

	
	所 在 地
	                                                電話　 　（　）
                                                FAX 　  （　）

	試験責任者  
	職氏名
	                                                                  

	
	経験年数
	

	試験番号
	

	試験期間
	         　　 年　　　月　　　日　 から　　　　 年　　　月　　　日　まで


［備　考］
  １．本様式への記載は、最終報告書より転記して作成すること。
　２．最終報告書と同じ試験番号を記入すること。
  ３．本様式の作成責任者は、本様式の欄外に、所属及び氏名を記載すること。

